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軍

　
　

行

　
　

本

蘇
東
披
（
中
國
人
物
叢
書
ｎ

　

一
八
糎
二
六
〇
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京

　

人
物
往
来
祀

　
　

一
九
六
七
年

　

七
月

宋
の
太
祀
と
太
宗
－
愛
革
期
の
帚
王
た
ち
Ｉ
（
人
と
歴
史
シ
リ
ー
ズ

　

東
洋
９

　

一
八

　
　

東
京

　

清

　

水

　

書

　

院

　
　

一
九
七
五
年

　

十
月

　

糎
一
九
九
頁
）

掲
裁
君
主
の
登
場

　

宋
の
太
組
と
太
宗
（
清
水
新
書

　

四
五

　

一
八
糎
一
九
九
頁
）

　
　
　

東
京

　

清

　

水

　

書

　

院

　
　

一
九
八
四
年

　

十
月

　
　

（
改
装
再
版
）

　
　
　
　

（
方
建
新
譚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
安

　

三

　

秦

　

出

　

版

　

吐

　
　

一
九
八
八
年

　

五
月
）

　
　
　
　

（
林
傑
斌
詳
〈
中
國
名
人
傅
記
〉
第
五
輯
第
九
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壷
北

　

國
際
文
化
事
業
有
限
公
司

　
　

一
九
八
九
年

　

六
月
）

征
服
王
朝
の
時
代
－
中
國
の
歴
史
（
３
）
宋
・
元
－
（
新
書
東
洋
史
３

　

一
八
糎
二
四

　

東
京

　

講

　
　

談

　
　

祀

　
　

一
九
七
七
年

　

三
月

　

ｍ

　
　

一
頁
）

中
國
佛
教
飲
會
史
研
究
（
二
二
糎
五
八
六
頁
東
洋
史
研
究
叢
刊
之
三
十
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　

共

　

著
・
共

　

編

東
洋
の
歴
史
（
６
）
－
宋
の
新
文
化
－
（
佐
伯
富
と
共
著

　

一
八
糎
三
九
八
頁
）

京
都
同
朋
舎
出
版

　
　

一
九
八
二
年
二
月

東
京
人
物
往
爽
祀

　
　

一
九
六
七
年
三
月

昭
和
三
十
二
年
度
東
洋
史
研
究
文
献
類
目
（
倉
田
淳
之
助
・
川
勝
義
雄
と
共
編

　

二
六

　
　

京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所

　
　

一
九
五
九
年

　

三
月

　

懸
二
四
八
頁
）

昭
和
三
十
三
年
度
東
洋
史
研
究
文
献
類
目
（
倉
田
淳
之
助
・
川
勝
義
雄
と
共
編

　

二
六

　
　

京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所

　
　

一
九
六
〇
年

　

三
月

　

握
二
四
四
頁
）
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昭
和
三
十
四
年
度
東
洋
史
研
究
文
献
類
目
（
倉
ｍ
淳
之
助
・
川
勝
義
雄
と
共
編

　

二
六

　
　

京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所

　
　

一
九
六
一
年
十
二
月

　

糎
三
〇
六
頁
）

昭
和
三
十
五
年
度
東
洋
史
研
究
文
献
類
目
（
倉
田
淳
之
助
・
川
勝
義
雄
と
共
編

　

二
六

　
　

京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所

　
　

一
九
六
二
年
十
二
月

　

糎
二
八
一
頁
）

京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
漢
籍
分
類
目
録
鮒
書
名
人
名
通
桧
（
上
）
（
倉
田
淳

　
　

京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所

　
　

一
九
六
三
年

　

九
月

　

之
助
・
川
勝
義
雄
・
市
原
亨
吉
と
共
編

　

二
六
糎
一
一
四
一
頁
）

昭
和
三
十
六
年
度
東
洋
史
研
究
文
献
類
目
（
倉
田
淳
之
助
・
市
原
亨
吉
と
共
編

　

二
六

　
　

京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所

　
　

一
九
六
四
年

　

三
月

　

糎
二
七
七
頁
）

昭
和
三
十
七
年
度
東
洋
史
研
究
文
献
類
目
（
倉
田
淳
之
助
’
市
原
亨
吉
と
共
編

　

二
六

　
　

京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所

　
　

一
九
六
五
年

　

三
月

　

一

　

糎
三
一
五
頁
）

京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
漢
籍
分
類
目
録
堆
書
名
人
名
通
接
（
下
）
（
倉
田
淳

　
　

京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所

　
　

一
九
六
五
年

　

三
月

　

之
助
‘
川
勝
義
雄
・
市
原
亨
吉
と
共
編

　

二
六
糎
七
八
七
頁
）

東
洋
學
文
献
類
目

　

一
九
六
三
（
川
勝
義
雄
‘
市
原
亨
吉
二
唱
島
吉
彦
’
衣
川
強
と
共
編

　

京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所

　
　

一
九
六
六
年

　

三
月

　

二
六
糎
三
七
七
頁
）

東
洋
學
文
献
類
目

　

一
九
六
四
（
川
勝
義
雄
こ
備
島
吉
彦
・
衣
川
強
・
中
西
恵
子
と
共
編

　

京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所

　
　

一
九
六
六
年

　

十
月

　

二
六
糎
四
一
二
頁
）

東
洋
學
文
献
類
目

　

一
九
六
五
（
川
勝
義
雄
・
福
島
吉
彦
・
衣
川
強
・
中
西
恵
子
と
共
編

　

京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所

　
　

一
九
六
七
年

　

三
月

　

二
六
糎
四
〇
五
頁
）

東
洋
學
文
献
類
目

　

一
九
六
六
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川
勝
義
雄
こ
猫
島
吉
彦
・
衣
川
強
・
中
西
恵
子
と
共
編

　

京
都
大
學
人
文
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研
究
所

　
　

一
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六
八
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三
月
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編
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編
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目
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略

　

（
Ｂ
.
　
Ａ
ｌ
ｂ
ｅ
ｒ
t
ａ
ｔ

　
　

他
譚
）
）

新
編

　

東
洋
史
僻
典
（
京
大
東
洋
史
鮮
典
編
纂
會
編
、
岡
崎
正
孝
等
と
共
纂

　

二
二
糎
一

　
　

東
京

　

東
京
創
元
祀

　
　

一
九
八
〇
年

　

三
月

　
　

一
三
八
頁
）

圖
説

　

日
本
佛
教
の
原
像

　

イ
ン
ド
・
中
國
・
朝
鮮
（
井
ノ
ロ
泰
淳
・
柳
田
聖
山
と

　
　

京
都

　

法

　
　

蔵

　
　

館

　
　

一
九
八
二
年

　

三
月

　

共
編
、
弁
分
撥
執
筆

　

三
一
糎
三
二
八
頁
）

　
　

（
近
世
佛
教
の
展
開
、
新
文
化
の
傅
播
）

宋
代
文
集
索
引
（
佐
伯
富
編

　

二
二
糎
八
七
〇
頁
東
洋
史
研
究
叢
刊
之
二
十
四
）

　
　
　
　

京
都

　

東
洋
史
研
究
會

　
　

一
九
七
〇
年

　

三
月
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論

　
　
　
　
　

文

宋
代
扁
建
の
仕
會
と
寺
院

唐
・
五
代
に
お
け
る
幅
建
佛
教
の
展
開

浄
受
爽
注
『
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』
に
つ
い
て

敦
煌
の
僧
官
制
度

敦
煌
の
寺
戸
に
つ
い
て

　
　
　

（
摘
録

廬
山
慧
遠
年
譜

　
　

（
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
研
究
報
告
）

宋
代
の
佛
教

敦
煌
出
土
「
仕
」
文
書
の
研
究

蘇
試
と
佛
教

時
代
を
代
表
す
る
人
物
像

　

名
臣
列
傅

北
宋
士
大
夫
の
徒
居
と
買
田
―
主
に
東
披
尺
漬
を
資
料
と
し
て
Ｉ

漢
籍
紙
背
文
書
の
研
究

新
法
開
始
期
の
蘇
試

東
洋
史
研
究
第
十
五
倦
第
二
琥

　
　
　

一
九
五
六
年

佛
教
史
學
第
七
巻
第
一
読

　
　
　
　
　

一
九
五
八
年

佛
教
史
學
第
七
巻
第
三
欲

　
　
　
　
　

一
九
五
八
年

東
方
學
報
（
京
都
）
第
三
十
一
冊

　
　

一
九
六
一
年

史
林
第
四
十
四
巻
第
五
欲

　
　
　
　
　

一
九
六
一
年

中
國
敦
煌
吐
魯
番
學
會
研
究
通
訊
一
九
八
五
年
第
一
期

木
村
英
一
編

　

慧
遠
研
究
・
研
究

　
　

一
九
六
二
年

　

篇
史
官
第
二
十
読

東
方
學
報
（
京
都
）
第
三
十
五
冊

東
方
學
報
（
京
都
）
第
三
十
六
冊

世
界
歴
史
シ
リ
ー
ズ
（
1
3
）
ｊ
中

　

國
文
化
の
成
熟
１
（
東
京
世
界

　

文
化
吐
）

史
林
第
五
十
四
巻
第
二
読

京
都
大
學
文
學
部
研
究
紀
要
十
四

藤
原
弘
道
先
生
古
稀
記
念
史
學
佛

十
月

二
月

十
月

三
月

九
月

　

）
三
月

一
九
六
二
年
十
二
月

一
九
六
四
年

　

三
月

一
九
六
四
年

　

十
月

一
九
六
九
年

　

九
月

一
九
七
一
年

　

三
月

一
九
七
三
年

　

三
月

一
九
七
三
年
十
一
月

-

V1
-



方
臓
の
賑
と
喫
菜
事
魔

喫
菜
事
魔
に
つ
い
て

　
　
　

（
袁
征
摘
譚

　
　
　

（
Ｒ
ｅ
ｎ
ａ
ｔ
ｅ
　
Ｈ
ｅ
ｒ
ｏ
ｌ
ｄ
濁
文
譚

宋
代
浙
西
の
道
民
に
つ
い
て

契
丹
大
蔵
経
小
考

朱
三
太
子
案
に
つ
い
て
Ｉ
清
初
江
南
の
砧
密
結
祀
に
闘
す
る
一
考
察
－

　
　
　

（
孫
玉
玲
摘
譚
、
家
仁
校

宋
代
頁
牒
考

宋
代
墳
寺
考

宋
朝
の
宗
教
政
策
－
と
く
に
寺
観
の
賜
額
に
つ
い
て
Ｉ

　

散
學
論
集

東
洋
史
研
究
第
三
十
二
巻
第
四
競

青
山
博
士
古
稀
紀
念
宋
代
史
論
叢

世
界
宗
教
資
料
一
九
八
八
年
第
三
期
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東
洋
史
研
究
第
三
十
六
巻
第
三
肢

内
田
吟
風
博
士
頌
壽
記
念
東
洋
史

　

論
集

史
林
第
六
十
二
巻
第
四
競

國
外
赴
會
科
學
情
報
一
九
八
〇
年
第
二
期

佛
教
史
學
研
究
第
二
十
二
巻
第
一

　

肢

東
洋
學
報
第
六
十
一
巻
第
一
・
二

　

肢

一
九
七
四
年

　

三
月

一
九
七
四
年

　

九
月

一
九
八
八
年

　

九
月
）

一
九
九
一
年

　
　
　

）

一
九
七
七
年
十
二
月

一
九
七
八
年

　

八
月

一
九
七
九
年

　

七
月

　
　
　
　
　
　
　
　

）

一
九
七
九
年

　

十
月

一
九
七
九
年
十
二
月

宋
元
代
の
吐
會
と
宗
教
の
總
合
的

　
　

一
九
八
〇
年

　

三
月

-
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（
昭
和
五
十

元
代
白
雲
宗
の
一
考
察

宋
代
扁
建
の
地
方
財
政
と
寺
院
財
産

（
昭
和
五
十

宋
代
官
僚
の
寄
居
に
つ
い
て

　
　
　

（
呉
賓
誤
詳

　

『
西
植
帖
』
の
東
披
傅
資
料

宋
代
官
僚
の
寄
居
に
つ
し
て

　
　

（
昭
和
五
十
七
年
度
文
部
省
科
學
研
究
費
補
助
金
總
合
研
究
㈲
研
究
成
果
報
告
書
）

明
代
寺
田
の
賦
役
に
つ
い
て

　
　

（
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
研
究
報
告
）

宋
元
時
代
の
慈
恩
宗

　
　
　

（
趙
雲
旗
詳

五

　

代
・
宋

宋
元
時
代
の
杭
州
寺
院
と
慈
恩
宗

　

研
究

佛
教
史
學
會
三
十
周
年
記
念

　

佛

　
　

一
九
八
〇
年
十
一
月

　

教
の
歴
史
と
文
化

中
國
史
上
に
お
け
る
宗
教
行
政
と

　
　

一
九
八
一
年

　

三
月

　

地
域
祀
會

東
洋
史
研
究
第
四
十
一
巻
第
一
読

　
　

一
九
八
二
年

　

六
月

漢
中
師
院
學
報
一
九
八
八
年
第
二
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

書
論
第
二
十
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
八
二
年
十
一
月

中
國
士
大
夫
階
級
と
地
域
祀
會
と

　
　

一
九
八
三
年

　

三
月

　

の
開
係
に
つ
い
て
の
總
合
的
研

　

究

小
野
和
子
編

　

明
清
時
代
の
政
治

　
　

一
九
八
三
年

　

三
月

　

と
祀
會

南
都
佛
散
第
五
十
競

　
　
　
　
　
　
　

一
九
八
三
年

　

六
月

五
豪
山
研
究
一
九
八
七
年
第
二
期
、
三
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

島
田
虔
次
等
編

　

ア
ジ
ア
歴
史
研

　
　

一
九
八
三
年
十
一
月

　

究
入
門
―

　

中
國
Ｉ

　

（
同
朋
舎

　

出
版
）

梅
原
郁
編

　

中
國
近
世
の
都
市
と

　
　

一
九
八
四
年

　

三
月

Vlll

年

万

万

助
奏

宍

成
果

口

Ｗ

Ｉ

Ｍ

ミ

助

手

万

万

J｝

言

_ _ _ _ ＿ ＿ ＿ . _ _ ＿ _ _



　
　

（
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
研
究
報
告
）

宋
代
の
相
法
と
相
士
－
そ
の
祀
會
史
的
一
考
察
－

　

文
化

一
〇
世
紀
以
降
二
〇
世
紀
初
頭
に

　
　

一
九
八
五
年

　

三
月

　

至
る
中
國
仕
會
の
権
力
構
造
に

　

闘
す
る
總
合
的
研
究

日
本
歴
史
學
協
會
年
報
第
１
読

　
　
　

一
九
八
六
年

　

三
月

秋
月
親
瑛
編

　

道
教
と
宗
教
文
化

　
　

一
九
八
七
年

　

三
月

　

（
東
京

　

不
河
出
版
社
）

東
洋
史
研
究
第
四
十
六
巻
第
一
貌

　
　

一
九
八
七
年

　

六
月

東
方
學
會
創
立
四
十
周
年
記
念
東

　
　

一
九
八
七
年

　

六
月

　

方
學
論
集

佛
教
史
學
研
究
第
三
十
一
巻
第
一

　
　

一
九
八
八
年

　

六
月

　

読
大
隅
和
雄
・
西
口
順
子
編

　

シ
リ

　
　

ー
九
八
九
年

　

八
月

　

Ｉ
ズ
・
女
性
と
佛
散
１

　

尼
と

　

尼
寺
（
東
京

　

平
几
此
）

劉
子
健
博
士
頌
壽
紀
念
宋
史
研
究

　
　

一
九
八
九
年

　

九
月

　

論
集
（
京
都
同
朋
舎
）

大
谷
大
學
史
學
論
究
第
三
貌

　
　
　
　

一
九
八
九
年
十
二
月

布
目
潮
颯
博
士
古
稀
記
念
論
集

　
　
　

一
九
九
〇
年

　

五
月

-

IX
-

宋
元
佛
教
の
南
北
問
題
－
慈
恩
宗
の
系
譜
－

陳
持
と
産
衣
道
者
－
「
若
水
見
檜
」
逸
話
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

宋
元
佛
教
に
お
け
る
庵
堂

宋
代
の
術
士
と
士
大
夫

宋
代
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
佛
教
の
交
流

中
國
に
お
け
る
尼
檜
教
團
の
成
立
と
護
展

宋
初
の
政
治
と
宗
教

中
國
に
お
け
る
政
治
と
宗
教

敦
煌
吐
蕃
期
の
檜
官
制
度
－
と
く
に
教
授
に
つ
い
て
Ｉ

八ｙ

斐

五

万

§

市

x､ﾉ



敦
煌
吐
蕃
期
の
檜
尼
籍

　
　

（
特
定
研
究
報
告
書
）

白
蓮
宗
に
つ
い
て

　
　
　

（
楊
曾
文
譚

陳
垣
呉
桑
原
隠
蔵
（
馮
錦
策
譚
、
張
其
凡
校
定
）

敦
煌
吐
蕃
期
的
檜
官
制
度

『
開
賓
蔵
』
と
『
契
丹
蔵
』

　

東
ア
ジ
ア
の
法
と
祀
會
（
東
京

　

汲
古
書
院
）

西
田
龍
雄
編

　

東
ア
ジ
ア
に
お
け

　
　

一
九
九
〇
年
十
二
月

　

る
文
化
交
流
と
言
語
接
鯛
の
研

　

究
－
中
國
・
チ
ベ
″
ト
ー
イ
ン

　

ド
を
中
心
に
Ｉ
（
京
都
大
學
文
學

　

部
）

新
野
直
吉
・
諸
戸
立
雄
両
教
授
退

　
　

一
九
九
一
年

　

二
月

　

官
記
念
歴
史
論
集

　

中
國
史
と

　

西
洋
世
界
の
展
開
（
秋
田

　

み
し

　

ま
書
房
）

世
界
宗
教
研
究
一
九
九
二
年
第
二
期

　
　
　

一
九
九
二
年

　

六
月
）

歴
史
研
究
一
九
九
一
年
第
三
期

　
　
　

一
九
九
一
年

　

六
月

第
二
屈
敦
煌
學
國
際
研
討
會
論
文

　
　

一
九
九
一
年

　

六
月

　

集
〈
漢
學
研
究
中
心
叢
刊

　

論

　

著
類
第
二
種
〉
（
豪
北
漢
學
研

　

究
中
心
編
）

古
典
研
究
會
編

　

古
典
研
究
會
創

　
　

一
九
九
一
年

　

八
月

　

立
二
十
五
周
年
記
念
國
書
漢
籍

Ｘ



寺

　

院

　

文

　

書

宋
代
の
士
風
と
窯
９
　

慶
暦
の
黛
議
と
官
僚
制

（
不
成
二
・
三

陳
垣
と
桑
原
隙
蔵
－
「
桑
原
文
庫
」
中
の
陳
垣
寄
雁
書
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

内
律
と
俗
法
－
中
國
佛
教
法
制
史
の
一
考
察
－

　

（
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
研
究
報
告
）

　
　
　
　
　
　
　

批

　

評
・
展

　

望

唐
代
佛
教
史
の
研
究
（
道
端
良
秀
著
、
一
九
五
七
年
三
月

　

京
都

　

法
蔵
館
）

敦
煌
吐
魯
番
祀
會
経
済
史
料
（
上
）
－
西
域
文
化
研
究
第
ニ
ー

　
　

（
西
域
文
化
研
究
會
編
、
一
九
五
九
年
三
月

　

京
都

　

法
蔵
館
）

　
　

（
藤
枝
晃
・
河
地
重
造
・
横
山
裕
男
と
共
撰
）

　

論
集
（
東
京
汲
古
書
院
）

講
座
敦
煌
第
五
巻

　

敦
煌
漢
文
文

　
　

一
九
九
二
年

　

三
月

　

献
（
池
田
温
編
）
（
東
京
大
東
出

　

版
吐
）

佐
々
木
潤
之
介
等
編

　

中
世
史
講

　
　

一
九
九
二
年

　

三
月

　

座
６

　

中
世
の
政
治
と
戦
９
　

　
　

（
東
京

　

學
生
此
）

宋
よ
り
明
清
に
至
る
科
皐
・
官
僚

　
　

一
九
九
二
年

　

三
月

　

制
と
そ
の
祀
會
的
基
盤
の
研
究

　
　

（
東
京

　

東
洋
文
庫
）

史
林
第
七
十
五
倦
第
四
読

　
　
　
　
　

一
九
九
二
年

　

七
月

梅
原
郁
編

　

中
國
近
世
の
法
と
祗

　
　

一
九
九
三
年

　

三
月

　

會
東
洋
史
研
究
第
十
六
巻
第
四
読

東
洋
史
研
究
第
十
八
巻
第
四
貌

一
九
五
八
年

　

三
月

一
九
六
〇
年

　

三
月

χ1-

市

部
Ｉ

Ｅ

補
；

ミ

Ｗ

成
１

言



仁
井
田

　

陸
「
唐
末
五
代
の
敦
煌
寺
院
佃
戸
関
係
文
書
１
人
格
的
不
自
由
規
定
に
つ
い
て
１
」

周
藤

　

吉
之
「
佃
人
文
書
の
研
究
－
唐
代
前
期
の
佃
人
制
１
」

（
撥
営
部
分
）

魏
書
樺
老
志
の
研
究
（
塚
本
善
隆
著
、
一
九
六
一
年
三
月
京
都
佛
教
文
化
研
究

　
　

佛
教
文
化
研
究
第
十
一
読

　

所
出
版
部
）

敦
煌
（
長
滞
和
俊
著
、
一
九
六
五
年
七
月
東
京
筑
摩
書
房
（
新
書
剣
）
）

中
國
政
治
制
度
の
研
究
－
内
閣
制
度
の
起
源
と
鼓
展
－
（
山
本
隆
義
著
、
一
九

　

六
八
年
三
月

　

京
都

　

東
洋
史
研
究
會
）

史
學
雑
誌
第
七
十
四
編
第
十
一
読

東
洋
史
研
究
第
二
十
七
巻
第
四
読

宋
代
史
年
表
（
南
宋
）

　

（
宋
史
提
要
編
纂
協
力
委
員
會
編
、
一
九
七
四
年
六
月
東

　
　

史
學
雑
誌
第
八
十
四
編
第
二
琥

　

京

　

東
洋
文
庫
）

中
國
古
文
書
學
の
現
段
階

五
代
・
宋
・
元
（
―
五
代
・
宋

　

２
遼
・
金
こ
冗
）

（
史
維
雍
譚
、
徐
喜
辰
校

一
九
六
二
年

　

三
月

一
九
六
五
年
十
一
月

一
九
六
九
年

　

三
月

一
九
七
五
年

　

二
月

書
の
日
本
史

　

第
九
巻

　

古
文
書

　
　

一
九
七
六
年

　

三
月

　

入
門
／
花
押
・
印
章
總
覧
／
總

　

索
引
（
東
京

　

不
凡
社
）

國
際
歴
史
學
會
議
日
本
國
内
委
員

　
　

一
九
八
五
年

　

九
月

　

會
編

　

日
本
に
お
け
る
歴
史
學

　

の
翌
達
と
現
状

　

Ⅵ
－
歴
史
學

　

主
要
文
献

　

１
９
７
８
-
１
９
８
２
-

　

（
東
京

　

山
川
出
版
社
）

史
學
史
研
究
一
九
八
七
年
第
二
期
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解

　

題
・
譚

　

註

桑
原
隠
蔵
博
士
所
蔵
圖
書
目
録

中
國
墓
誌
精
華
（
中
田
勇
次
郎
編
、
分
撥
執
筆
）

桑
原
隠
蔵
全
集

　

別
珊

　
　

一
九
六
八
年
十
二
月

　
　

（
東
京

　

岩
波
書
店
）

東
京

　

中
央
公
論
祀

　
　

一
九
七
五
年
十
二
月

（
憚
文
・
解
題
‥
文
成
帚
殯
臥
壽
姫
墓
誌
並
蓋
、
高
猛
墓
誌
、
元
崇
業
墓
誌
、
元
煥
墓
誌
並
蓋
、
高
猛
妻
元
瑛
墓

　
　
　
　
　
　
　

誌
、
案
賓
盟
妻
陳
氏
墓
誌
、
龍
山
公
墓
誌
）

（
墓
誌
主
要
文
献
解
題

　
　

中
田
勇
次
郎
と
共
撰
）

永
楽
大
典
（
解
題
）

欧
米
収
蔵
中
國
法
書
名
蹟
集

　

第
三
巻
（
中
田
勇
次
郎
・
傅
申
編
、
分
撥
執
筆
）

永
楽
大
典
〈
天
理
圖
書
館
善

　
　

一
九
八
〇
年

　

七
月

　

本
叢
書

　

第
十
一
倦
〉

　
　

（
東
京

　

八
木
書
店
）

東
京

　

中
央
公
論
祀

　
　

一
九
八
一
年
十
一
月

（
圖
版

　

憚
文
・
解
題
‥
逡
劉
満
詩
、
湖
州
妙
巌
寺
記
井
題
肢
、
郭
煕
書
樹
色
平
遠
圓
巻
題
肢
）

欧
米
収
蔵
中
國
法
書
名
蹟
集

　

第
四
巻
（
中
田
勇
次
郎
・
傅
申
編
、
分
捨
執
筆
）

東
京
中
央
公
論
壮

　
　

一
九
八
二
年

　

三
月

（
圖
版

　

憚
文
・
解
題
‥
傅
趙
光
輔
書
蕃
王
疆
佛
圓
井
題
該
、
臨
楽
毅
論
弁
題
殴
、
元
明
古
徳
冊
）

中
國
の
美
術
②

　

書
蹟
（
中
田
勇
次
郎
編
、
分
撥
執
筆
）

　
　

（
宋
元
憚
冊
の
墨
蹟
）

　
　

（
圖
版
解
説
‥
印
可
状
、
法
語
、
印
可
状
、
呉
中
峰
明
本
尺
涜
、
澄
無
隠
元
晦
語
）

京
都

　

淡

　
　

交

　
　

祀

　
　

一
九
八
二
年

　

五
月

欧
米
収
蔵
中
國
法
書
名
蹟
集

　

明
清
篇

　

第
一
倦
（
中
田
勇
次
郎
・
傅
中
編
、
分
撥
執

　

東
京

　

中
央
公
論
畦

　
　

一
九
八
三
年

　

八
月
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筆
）

　
　

（
岡
版

　

憚
文
・
解
題
‥
方
従
義
書
雲
山
開
巻
題
宇
井
該
、
龍
舟
行
巻
、
草
書
七
言
絶
句
）

欧
米
収
蔵
中
國
法
書
名
蹟
集

　

明
清
篇

　

第
二
巻
（
中
田
勇
次
郎
・
傅
中
編
、
分
権
執

　

東
京

　

中
央
公
論
耽

　
　

一
九
八
三
年
十
二
月

　

筆
）

　
　

（
開
版

　

憚
文
・
解
題
‥
行
書
七
言
律
詩
扇
面
、
松
泉
巡
横
幅
、
古
香
横
幅
、
臨
漢
篆
書
像
銘
、
行
書
七
言
握
聯
、

　
　
　

篆
書
橿
聯
、
班
固
漢
初
名
臣
斂
質
八
屏
、
文
心
脇
龍
集
句
樵
聯
、
金
文
七
言
極
聯
、
楷
書
七
言
植
聯
、
行
書

　
　
　

七
言
握
聯
、
鄭
雙
書
蘭
竹
岡
巻
題
字
、
美
意
延
年
横
幅
、
行
書
五
言
樵
聯
）

中
國
書
道
全
集

　

第
二
巻

　

魏
・
晋
・
南
北
朝
（
中
田
勇
次
郎
編
、
分
権
執
筆
）

　
　
　
　

東
京

　

平

　
　

几

　
　

祀

　
　

一
九
八
六
年

　

五
月

　
　

（
開
版
解
説
・
憚
文
‥
劉
賢
墓
誌
、
穆
亮
墓
誌
、
穆
亮
妻
尉
太
妃
墓
誌
、
元
遥
妻
梁
氏
墓
誌
、
都
乾
墓
誌
、
司
馬

　
　
　

愧
墓
誌
）

中
國
書
道
全
集

　

第
三
巻

　

隋
・
唐
Ｉ
（
中
田
勇
次
郎
編
、
分
権
執
筆
）

　
　
　
　
　
　
　

東
京

　

平

　
　

几

　
　

祀

　
　

一
九
八
六
年

　

十
月

　
　

（
岡
版
解
説
・
憚
文
‥
常
賓
及
妻
陳
氏
墓
誌
、
宇
文
士
及
碑
、
順
義
公
碑
、
高
士
廉
埜
兆
記
碑
、
許
洛
仁
碑
、
杜

　
　
　

君
緯
碑
、
越
國
太
妃
燕
氏
碑
、
張
阿
難
碑
、
馬
周
碑
、
文
安
蘇
主
墓
誌
）

中
國
書
道
全
集

　

第
四
巻

　

唐
皿
・
五
代
（
中
田
勇
次
郎
編
、
分
捨
執
筆
）

　
　
　
　
　
　

東
京

　

平

　
　

几

　
　

祀

　
　

一
九
八
七
年

　

二
月

　
　

（
開
版
解
説
・
鐸
文
‥
乙
速
孤
行
慨
碑
、
嵩
嶽
少
林
寺
碑
、
祭
西
岳
紳
告
文
碑
、
隆
剛
法
師
碑
、
霊
運
輝
師
功
徳

　
　
　

塔
碑
、
薦
副
寺
臨
壇
大
徳
戒
律
師
碑
、
賓
林
寺
詩

　

蘭
亭
績
帖
、
慧
堅
禰
師
碑
、
乗
廣
輝
師
碑
、
認
舟
禰
師

　
　
　

塔
銘
）

中
國
書
道
全
集

　

第
五
巻

　

宋
Ｉ
（
中
田
勇
次
郎
編
、
分
権
執
筆
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京

　

平

　
　

几

　
　

祀

　
　

一
九
八
七
年

　

六
月

　
　

（
岡
版
解
説
・
憚
文
‥
諸
上
座
帖
、
陳
亜
之
書
帖
、
鐸
氏
墓
誌
、
焦
宗
説
墓
誌
、
曾
輦
墓
誌
、
蘇
這
墓
誌
）
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中
國
書
道
全
集

　

第
六
巻

　

宋
Ⅱ
・
金
二
几
（
中
田
勇
次
郎
編
、
分
捨
執
筆
）

東
京

　

平

　
　

几

　
　

此

　
　

一
九
八
七
年

　

十
月

（
圖
版
解
説
・
憚
文
‥
木
難
集
序
、
宏
斎
帖
、
高
峰
憚
師
行
状
、
張
徴
租
墓
志
銘
、
帚
師
朧
巴
碑
、
扁
４
　
観
記
）

中
國
書
道
全
集

　

第
七
巻

　

明
（
中
田
勇
次
郎
編
、
分
複
執
筆
）

東
京

　

平

　
　

几

　
　

祀

　
　

一
九
八
八
年

　

一
月

（
圖
版
解
説
・
憚
文
‥
龍
江
留
別
詩
巻
、
呉
碧
峰
禰
師
二
絶
・
宿
自
雀
寺
二
首
、
半
塘
寺
訪
鏡
泉
上
人
詩
、
精
舎

　
　

小
集
詩
）

中
國
書
道
全
集

　

第
八
巻

　

清
（
中
田
勇
次
郎
編
、
分
据
執
筆
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京

　

平

　
　

几

　
　

祀

　
　

一
九
八
八
年

　

五
月

　
　

（
開
版
解
説
・
憚
文
‥
妄
荘
橋
記
軸
、
臨
単
山
廟
碑
軸
、
隷
書
軸

　

臨
魏
君
碑
、
篆
書
軸

　

晋
書
劉
曜
傅
、
篆
書

　
　
　

八
言
聯
、
五
言
古
詩
軸
、
行
書
五
言
古
詩
軸
、
行
書
七
言
聯
、
隷
書
軸
、
行
書
軸

　

枯
樹
賦
）

中
國
書
道
全
集

　

第
一
巻

　

殷
・
周
・
秦
・
漢
（
中
田
勇
次
郎
編
、
分
誉
執
筆
）

　
　
　
　

東
京

　

平

　
　

几

　
　

註

　
　

一
九
八
八
年

　

十
月

　
　

（
開
版
解
説
・
憚
文
‥
魯
相
謁
孔
廟
残
碑
、
竹
葉
碑
、
光
線
勣
劉
曜
残
碑
、
馮
煥
闘
、
公
羊
傅
碑
、
朱
君
長
題
字
）

魏
書
樺
老
志
（
塚
本
善
隆
譚
注
）
（
補
訂
、
解
題
）

　

（
一
七
糎
三
三
八
頁
）

　
　
　
　
　
　
　

同
書
（
不
凡
吐
東
洋
文
庫
５
１
５
）

　
　

一
九
九
〇
年

　

二
月

東
披
集
〈
古
典
研
究
會
叢
書

　

漢
籍
之
部

　

第
十
六
巻
〉

　

（
編
集
・
解
題
）

　
　
　
　

東
京

　

古
典
研
究
會

　
　

一
九
九
一
年

　

九
月

　
　

（
二
六
糎
四
八
三
頁
）

　
　
　
　
　
　
　

講

　

演

　

要

　

旨

敦
煌
に
お
け
る
都
檜
統
と
都
教
授

　
　

（
一
九
六
〇
年
十
一
月
六
日

　

史
學
會
第
五
十
九
回
大
會
講
演
）

漢
籍
の
紙
背
文
書
に
つ
い
て

　
　

（
一
九
六
八
年
十
月
五
日

　

史
學
研
究
會
十
月
例
會
講
演
）

史
學
雑
誌
第
六
十
九
編
十
二
貌

史
林
第
五
十
二
巻
第
一
貌

一
九
六
〇
年
十
二
月

一
九
六
八
年

　

十
月
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元
世
祖
の
江
南
宗
教
政
策

　
　

（
一
九
八
〇
年
十
一
月
九
日

　

史
學
會
第
七
十
八
回
大
會
講
演
）

宋
代
士
大
夫
の
寄
居
に
つ
い
て

　
　

（
一
九
八
一
年
十
一
月
三
日

　

東
洋
史
研
究
會
大
會

　

翌
表
要
旨
）

敦
煌
と
佛
教

　
　

（
一
九
八
八
年
五
月
十
五
日

　

第
一
八
六
回
講
座
）

宋
元
版
蔵
経
の
系
譜

　
　

（
一
九
九
〇
年
十
一
月
四
日

　

第
四
十
回
東
方
學
會
全
國
會
員
總
會
講
演
）

　
　
　
　
　
　
　

雑

　
　
　
　
　

録

　

「
雨
乞
い
」
雑
感
－
文
語
作
品
に
現
わ
れ
た
宗
教
観
－

雍
正
帚
と
黄
栗
宗

　

「
満
州
國
」
留
學
生
の
こ
と

中
國
近
世
の
裁
判
制
度

京
都
で
の
任
微
愈
先
生

蘇
東
披
略
年
譜

史
學
雑
誌
第
八
十
九
編
第
十
二
貌

　
　

一
九
八
〇
年
十
二
月

東
洋
史
研
究
第
四
十
巻
第
三
彼

一
九
八
一
年
十
二
月

観
音
講
座
だ
よ
り
3
5
（
蓮
華
王
院

　
　

一
九
八
八
年

　

九
月

　

本
坊
妙
法
院
門
跡
）

東
方
學
第
八
十
一
輯

　
　
　
　
　
　
　

一
九
九
一
年

　

一
月

日
中
佛
教
創
刊
欲

日
中
佛
教
創
刊
貌

歌
文
集

　

丹
波
自
受
楽

　
　

（
江
村
定
憲
、
京
都
府
園
部
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

″

一
九
五
七
年

　

六
月

　

一

一
九
七
五
年

　

三
月

一
九
七
七
年

　

六
月

週
刊
朝
日
百
科

　

日
本
の
歴
史
7
9

　
　

一
九
七
八
年

　

十
月

　

近
世
Ｈ
②
法
度
と
掟

京
都
日
中
學
術
交
流
懇
談
會
會
報

　
　

一
九
七
九
年

　

十
月

　

Ｚ
ｏ
゛
ｓ

開
館
五
周
年
記
念
展
「
鍼
斎
・
東

　
　

一
九
八
〇
年

　

四
月



宋
の
太
宗
と
道
教

本
居
宣
長
と
『
五
雑
組
』

敦
煌
蔵
経
洞
と
洪
嗇

高
麗
寺
の
こ
と
な
ど
Ｉ
宋
・
麗
交
渉
史
の
一
前

蘇
東
披
の
宜
興
買
田

ト

　

山

　

詩

　

集
（
座
右
の
書
）

ル
フ
ァ
ソ
文
書
の
書
式

階

　
　
　
　
　

段

通

　
　

學

　
　

道

　

『
高
檜
傅
』
の
資
料

宮
崎
先
生
の
授
業

お
茶
の
数
用

　

披
の
世
界
」
（
賓
塚
鍼
斎
美
術

　

館
）

淳
化
閣
帖

　

第
三
巻
（
法
帖
大
系

　
　

一
九
八
一
年

　

十
月

　

３
）
月
報
３
（
東
京

　

二
玄
吐
）

汲
古
創
刊
欲
（
汲
古
書
院
）

　
　
　
　
　
　

一
九
八
二
年

　

五
月

同
朋
第
四
十
九
欲

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
八
二
年

　

七
月

韓
國
文
化
Ｎ
ｏ
.
　
３
５

　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
八
二
年

　

八
月

中
國
書
論
大
系

　

第
十
五
巻

　

清

　
　

一
九
八
三
年

　

十
月

　

五

　

月
報
９
（
二
玄
吐
）

綴
葉
4
1
（
１
９
８
４
-
９
.
１
５
）

　
　
　
　
　
　
　

一
九
八
四
年

　

九
月

日
本
の
古
代

　

一
四
（
こ
と
ば
と

　
　

一
九
八
八
年

　

三
月

　

文
字
）
月
報
一
四
（
中
央
公
論
祀
）

月
刊
健
康
三
四
二
琥

　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
八
九
年
十
二
月

月
刊
み
ず
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
九
〇
年

　

三
月

大
泉
佛
典
中
國
・
日
本
篇
1
4
高

　
　

一
九
九
一
年

　

五
月

　

僣
傅

　

月
報
2
0
（
中
央
公
論
祗
）

宮
崎
市
定
全
集

　

第
三
巻

　

月
報

　
　

一
九
九
一
年
十
二
月

　
　

（
岩
波
書
店
）

月
刊
健
康
三
八
五
欲

　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
九
二
年

　

八
月
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餅

　

典

　

項

　

目

ア
ジ
ア
歴
史
事
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京

　

平

　
　

几

　
　

祀

　

迦
才
、
希
運
、
義
玄
、
玄
朗
、
至
順
鎮
江
志
、
書
書
傅
習
録
、
紳
泰
、
大
唐
西
域
記
、
大
唐
西
域
求
法
高
檜
傅
、

　

大
唐
内
典
録
、
智
銀
、
地
婆
詞
羅
、
趙
偕
、
文
盆
、
法
眼
宗

此
會
科
學
大
事
典

　

司
馬
光
、
西
夏
、
靖
康
の
愛
、
宋
、
白
楽
天
、
潮
海
、
摩
尼
教
、
李
白
、
劉
晏

ブ
リ
タ
ニ
カ
國
際
大
百
科
事
典

　

鳩
摩
羅
什

國
民
百
科
事
典

　

王
安
石
、
岳
飛
・
秦
檜
、
禰
宗
（
宋
）
、
靖
康
の
愛
、
宋
、
趙
匡
胤
、
佃
戸
、
文
天
秤

中
國
思
想
餅
典
（
日
原
利
國
編
）

　

檜
肇
、
辨
宗
論

平
凡
祀
大
百
科
事
典

一
九
五
九
年

　

九
月
～

　

一
九
六
二
年

　

四
月

東
京

　

鹿
島
研
究
所
出
版
會

　

一
九
六
八
年

　

四
月
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
七
一
年

　

八
月

東
京

　

Ｔ
Ｂ
Ｓ
ブ
リ
タ
ニ
カ

　

ー
九
七
二
年

　

五
月
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
七
五
年

　

八
月

東
京

　

平

　
　

几

　
　

畦

　

一
九
七
六
年

　

十
月
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
七
八
年
十
一
月

東
京

　

研

　

文

　

出

　

版

　
　

一
九
八
四
年

　

四
月

東
京

　

平

　
　

几

　
　

祀

古
文
書
學
（
中
國
）
、
寺
院
（
中
國
）
、
宋
、
檜
官
、
宋
史
、
檜
正
、
太
組
（
宋
）
、
太
宗
（
宋
）
、
太
平
御
覧
、
檀
那
、

神
放
、
趙
普
、
陳
祷
、
敦
煌
學
、
南
宋
、
百
川
學
海
、
幅
田
、
佛
圓
戸
、
富
弼
、
文
彦
博
、
包
括
、
方
腫
の
戴
、

北
宋
、
無
査
蔵
、
容
斎
隨
筆

一
九
八
四
年
十
一
月
～

　

一
九
八
五
年

　

六
月
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